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○ 経 済 産 業 省 ・ 財 務 省 ・ 内 閣 府 関 係 株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 法 施 行 規 則 第 八 十 三 条 第 一 項 第 五 号 ニ 、 第 八 十 四 条 第 三 号 ハ 及 び

第 八 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 自 己 資 本 の 充 実 の 状 況 等 に つ い て 経 済 産 業 大 臣 、 財 務 大 臣 及 び 金 融 庁 長 官 が 別 に 定 め る 事 項 （ 平 成

二 十 年 金 融 庁 ・ 財 務 省 ・ 経 済 産 業 省 告 示 第 三 号 ）  
  次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う

に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 そ の

標 記 部 分 が 同 一 の も の は 当 該 対 象 規 定 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対

応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も

の は 、 こ れ を 加 え る 。  

（ 注 ） 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 公 表 の 改 正 案 適 用 後 の も の 。  

改 正 後 改 正 前 

 （単体自己資本比率を算出する場合における事業年度の開示

事項）  
 （単体自己資本比率を算出する場合における事業年度の開示

事項） 

第二条 ［略］  第二条 ［同左］  
２ ［略］  ２ ［同左］  
３ 第一項の定性的な開示事項は、次に掲げる事項（連結自己

資本比率を算出する場合にあっては、第十号及び第十一号に

掲げる事項に限る。）とする。  

３ ［同左］  

 ［一～六 略］   ［一～六 同左］  
 六の二 ＣＶＡリスクに関する次に掲げる事項   ［号を加える。］  
  イ ＣＶＡリスク相当額の算出に使用する手法（ＳＡ―Ｃ

ＶＡ、完全なＢＡ―ＣＶＡ、限定的なＢＡ―ＣＶＡ又は

簡便法）の名称及び各手法により算定される対象取引の

概要  

 

  ロ ＣＶＡリスクの特性及びＣＶＡに関するリスク管理体

制の概要（ＣＶＡリスクのヘッジ方針及びヘッジの継続
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的な有効性を監視するための態勢を含む。）  
  ハ ＳＡ―ＣＶＡを採用した場合の商工組合中央金庫にあ

っては、次に掲げる事項  
 

   ⑴ ＣＶＡに関するリスク管理体制の概要（取締役等の

関与の仕組みを含む。）  
 

   ⑵ ＣＶＡに関するリスク管理体制が有効に機能するた

めの経営管理体制の概要（ＣＶＡに関するリスク管理

の状況を示す書類の作成及び報告状況、ＣＶＡエクス

ポージャーモデル検証部署の関与状況並びに内部監査

部署の関与状況を含む。）  

 
 
 

 ［七～十二 略］  ［七～十二 同左］ 

４ 第一項の定量的な開示事項は、次に掲げる事項とする。た

だし、連結自己資本比率を算出する場合にあっては、この項

の規定は、適用しない。 

４ ［同左］  

 一 信用リスク（前項第五号に規定するもの、同項第六号及

び第六号の二のリスクに該当するもの並びに次号に規定す

るものを除く。）に関する次に掲げる事項  

 一 信用リスク（前項第五号に規定するもの、同項第六号の

リスクに該当するもの及び次号に規定するものを除く。）

に関する次に掲げる事項  
  ［イ～ニ 略］    ［イ～ニ 同左］  
 二 ［略］   二 ［同左］  
［５～７ 略］  ［七～十二 同左］ 

 


